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Ⅰ� 問題と目的 
本論の目的は、幼稚園、保育所、及び認定こども
園等（以下、園と表記する）への幼児の「適応」に
関わる支援の在り方を明らかにするため、先行研究
を概観し批判的検討を加えた上で、新しい視点と展
望を提示することである。�
周知の通り、核家族化や少子化の進行等、幼児を
取り巻く環境の急速な変化に伴い、保育・幼児教育
に新たな役割が求められてきた。家庭や地域で身近
な自然との触れ合いや人との関わりが減少する中、
様々な出会いや体験が得られる園には従来以上に補
完的な役割が期待されている。また、入園から卒園
に至るまでの各時期における幼児への適切な支援の
在り方が一層問われている。�
横山真貴子ら������は、家庭から園への入園、園
から小学校への入学、さらには小学校から中学校へ
の進学など、新たな環境への適応が迫られる子ども
の「移行期」が、近年注目されていると指摘してい
る�１�。稲田素子������によれば、移行期とは「人生
の各段階で、これまで体験していたものとは異なる
新しい環境と出会い、そこに適応するまでの過渡期」
であり、「子どもにとってその後の成長・発達の道筋
を方向付ける期間」である�２�。また、それは子ども
を取り巻く周囲の人々の理解やケアがより重要な時
期でもあるとしている。横山ら������は、こうした
移行期でのつまずきが、小１プロブレム等の教育問
題にもなっており、それぞれの移行期において、保
育・教育現場での適切な支援が不可欠であると述べ
る�３�。とりわけ、一斉に集団保育が開始される幼稚
園の３歳入園時は、大半の幼児が大きな環境移行を
体験し、「困難に満ちた入園期の移行」であると指摘
している。�
近年、幼稚園では、同年代の集団生活を経験でき
る場として３歳児の入園児数が増加している。入園
初期は、今まで慣れ親しんだ家庭という場から離れ、
見知らぬ環境である園での生活が始まる時期である。
そのため、個々の発達的な変化と物理的環境の変化
を同時に経験し、様々な課題が生じやすいと言える。
その中で、集団生活への適応は、実践的にも重要な
課題と言える。�
保育者が入園初期における適応を捉えることは、
この初期の支援を考えるのみならず、その後の支援
の貴重な情報源ともなり得る。幼児がどのように動
機付けられ通園しているのか、園生活で困難が生じ
た場合にどのように乗り越えるのか、といったその
後の異なる局面を捉え支援するための個に応じた手
立てを導き得る。また、就学以降も、個人が新しい
環境に出会い、多様な経験を通して変容していく中
で適応が求められることを踏まえれば、入園初期の
適応の在り方に着目する必要性は明らかである。�
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しかし、何をもって適応とするか、研究領域によ
って概念の捉え方が異なっていたり、個人によって
視点や基準が異なっていたりするため、曖昧と言わ
ざるを得ない。幼児期の適応については、保育者に
よって視点や基準が異なることから対応に混乱が生
じたり、幼児の表面的な行動に目が向いてしまった
りする場合が容易に考え得る。�
遡ると、津守真������は「みんなの中にありなが
ら、自分自身の個性を保って行動し、生活すること
が大切であるし、幼稚園の集団生活にはそれだけの
ゆとりがなければならない。みんなで集まるときに
そこにこなかったり、みんなとは違った行動をする
と、その子どもは集団に不適応とみなされたり、困
った子どもと見られたりする。しかしそれは狭い見
方である。集団生活をはじめたばかりの幼児に、そ
んなに性急に狭い見方をしてはならない」と述べ�４�、
幼児の集団生活への適応について、個々の発達過程
への理解を求めている。また、奥山順子������は、
幼稚園という集団での生活が、適応や参加を中心に
考えられた場合、集団内の関わりそのものが保育者
自身の体現している集団観や規範意識によって集約
され、形作られる危険性を指摘する�５�。そして、適
応という１つの方向性へと向かう幼児同士の関わり
の収斂により、多様な関係性からの学びの機会が失
われるとしている。�
日浦直美������によれば、幼児が園の物理的、人
的環境と生活リズムに馴染み、園を自分の居場所と
して生き生きと主体的に活動している様子を保育関
係者はしばしば適応という言葉を用いて表現すると
している�６�。日浦������は、保育現場で用いられる
「適応している」「適応できている」という言葉は「そ
の状況によくかなっている」「園環境・園での望まし
い生活習慣やリズムに従って生活をすることができ
る」という意味で用いられているとする。新しい環
境に置かれた幼児は、外見上、比較的早期に園生活
に慣れていくように見えやすく、保育者たちはその
姿を見て「適応できている」と判断する傾向にある
と述べ、適応の大切な側面を見落とす危険性を指摘
している。 
そこで本論では、幼児の園への適応支援の在り方
を検討するために、まず、幼児期における適応の定
義を明確化することを試みる。具体的には、保育・
幼児教育領域を中心に、適応を捉える視点を整理す
る。次に、現行の『幼稚園教育要領』『保育所保育指
針』『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』にお
ける適応に関する記述を確認する。さらに、研究方
法の課題等を整理し、今後の研究展望を示すことを
目指す。 
なお、本論では、原則として就学前の子どもを「幼
児」と表記する。また、就学前の子どもと就学後の
子どもの両方を示す意味で「子ども」と表記する。
ただし、文献を引用する場合は、引用した文献の表
記に従って記述する。 
 
Ⅱ� 「適応」の定義と視点の整理 
まず、「適応」という概念がどのように使用されて
いるか、保育・幼児教育領域を中心に、これまでの
文献から整理することを試みる。『教育心理学新辞
典』�牛島義友ら，�����では、生活体が環境に順応
しようとする営み一般を広い意味における適応とし
ている�７�。その上で、「気温が上昇すると体熱を発
散させるために汗が出る」といった生理的適応とは
区別し、人間関係をも含めた社会的環境に対する適
応が特に重要な意味を持つとする。そして、よく適
応していることの基準として、第１に、個人の行動
が社会の規範や慣習に合致していて、個人と社会的
環境との間に適切な関係が保たれていること、第２
に、そのことによってその個人の感情が安定してい
ること、を示している。�
また、佐藤まゆみ������によれば、適応とは、「社
会や集団の動きに対し、自らの欲求を満足させなが
ら、環境に対し調和的関係を保持しつつ自己変容さ
せること」を指し、一方で社会や集団の動きに合わ
せることができるが、自らの欲求が著しく抑制され
ている状態は適応している状態とは言えないとして
いる�８�。�
さらに、鈴木敬生������は、適応という概念は他
者の存在を前提とすることを指摘し、適応を「置か
れている環境または状況に応じて行動や発言を調節
し、当人も周囲の他者も、大きなフラストレーショ
ンを感じることのない状態が維持されていくこと」
と表現している�９�。鈴木������は、適応には、「各
場面での社会的・文化的期待に準じた行動ができる」
「他者と協調できる」といった外的な側面と、「自分
の言動と価値基準が一致して満足感が得られる」と
いった内的な側面があり、どちらか一方に問題が生
じると、もう一方の適応状態も維持することが難し
くなるとしている。�
講談社『類語辞典』�柴田武ら，�����には、適応
の類語として「順応」「順化」「同化」が挙げられて
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いる����。このうち「順応」は、長谷川雄一������に
よると、感覚的順応と社会的順応に区別され、社会
的順応は適応と同じ意味であり「社会的環境・文化
的環境へ適合するための行動や態度」とする����。長
谷川������は、環境に対して適切な働き掛けをする
ことができ、その結果として、周囲の環境から肯定
的な反応や評価を受けることができ、情緒的な安定
を得ることができる状態を適応とする。これに対し
て、環境に対して適切な働き掛けができず、周囲の
環境からも否定的な反応や評価しか受けることがで
きない状態を不適応としている。�
以上のように、いずれの文献においても、個人の
情緒的な安定が指摘されている。また、適応は個人
と社会的環境との適切な関係を表す概念として使用
されていると言える。個人の行動だけでなく、個人
と環境との相互作用により、両者の適切な関係は維
持されると捉えられていることが分かる。�
幼児を対象とした諸研究では、適応は次のように
扱われている。主なものを挙げてみよう。�
文殊紀久野������は、入園初期における適応につ
いて、「幼児がある状況におかれた時、その状況を正
しく認識し、実現されぬ欲望、解決されぬ困難な葛
藤から生ずる感情的緊張を統制し、その状況からの
欲求と、自己の欲求とを合致させるように自己の行
動を変容させ、あるいは、合致していない状態�葛藤
状態�にあることを適切な行動で示すことにより、そ
の状況からの欲求と、自己の欲求のアンバランスと
の調整に援助を求め、より状況との調和的関係を形
成するための努力をしている状態をさす」とする����。 
また、吉村智恵子・望月久乃������は、幼児の集
団生活の場への適応において、幼児の持つ条件を個
人内要因、その他の条件を環境要因とする����。吉
村・望月������は、それらがどのように関係し合っ
ているかを明確にすることにより、適応過程におい
て、幼児の持つ要因に働き掛けたり、幼児自身の要
因に周りの環境をより適したものに変化させたりす
ることが可能になるとしている。 
さらに、七木田敦ら������は、適応を「園環境に
おける様々な影響の中で幼児自身が能動的に関わっ
ていく過程」として、発達に課題のある幼児の適応
の過程を明らかにし、それにどのような要因が影響
を与えているのかを探っている����。七木田ら������
は、多様な環境からなる園生活においては、幼児の
適応に影響を与える要因は複数にあり、単純に幼児
が活動に順応している姿だけを見ればいいわけでは
なく、声掛けや環境調整などを行う保育者の考え方
や、幼児自身が能動的に園環境に関わっていくプロ
セスも明らかにする必要があるとする。 
� 中澤潤������は、発達概念の変化が能力や適応を
めぐっても展開されていると指摘している����。中澤
������は、集団内で適応できない子どもは発達が不
十分で、能力やスキルに欠けると見なす従来の発達
の捉え方を示した上で、適応を不適切にしているの
は、個人の側の要因だけでなく環境の要因もあると
述べる。例として、子どもの特性に応じそれを補助
する環境設定を行うことで適応を図る ������ プロ
グラムを挙げ、子どもの特性と環境や文脈の適合性
�����������������という観点の重要性を示している。�
先に挙げたように、適応は環境を前提とした概念
であり、個人と環境との相互作用により、適応が捉
えられることが指摘される。園生活においては、幼
児を取り巻く様々な関係性の中で適応を捉えること
が求められると考える。本論では、幼児の心理的な
安定と、幼児と環境との関係変容に着目し、幼児の
園への適応を「幼児と環境との相互作用により、幼
児が心理的な安定を得ながら、環境との適切な関係
を構築すること」とする。 
 
Ⅲ� 園への適応とその関連要因 
１� 適応に果たす保育者の役割 
七木田敦ら������は、幼児の「適応」の過程を捉
える上で主要な要因として「人間関係�特に保育者と
のかかわり�」「基本的生活習慣」「遊び」の３つに絞
り、検討を行っている����。そこで本論では、これを
参考に「保育者」「基本的生活習慣」「遊び」の３つ
の要因から、園生活における幼児の適応に関わる要
因を整理し、入園初期の適応を捉える枠組とする。
ここではまず、最も重要な保育者に焦点を当てる。 
保育者が幼児の社会化に果たす役割の重要性は疑
う余地はない。例えば、幼児期の仲間関係における
社会的有能さについては、母子関係の愛着よりも、
むしろ幼児が最初に出会った保育者との愛着の質に
よって予測される（Oppenheim, Sagi & Lamb, 1988����; 
Howes, Matheson & Hamilton, 1994����）。これは家庭外
における幼児の社会的適応の発達に関して、如何に
保育者の役割が大きいかを示唆している。また、９
歳までの縦断的研究からは、最初の保育者と幼児と
の愛着関係の質が、就学後の子どもと教師との関係
の質を予測し、子どもの社会的適応をかなり長期的
に規定している可能性を示している（ Howes, 
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Hamilton & Philipsen, 1998）����。 
相川徳孝������は、３歳児が園生活に適応してい
く過程について、①入園前の養育環境、②入園時の
分離不安、及び③仲間関係、の３つの視点から保護
者への質問紙調査を行っている����。その結果、幼児
が不安なく登園できるようになった理由として「担
任との信頼関係ができたこと」の割合が高いとして
いる。また、相川徳孝������は、３歳児が幼稚園に
適応する過程において、保育者は、家庭と園を結び、
幼児と遊びを結び、幼児と仲間を結ぶという、橋渡
し的な役割を担っていると述べる����。相川������は、
そのような援助をするためには、教師と１人１人の
幼児との間に信頼関係を築くことが前提と強調する。 
古屋義博������は、幼児への聴き取り調査から幼
稚園教諭が幼児に対して果たす役割の多様性とその
重要性を検討している����。３歳児クラスの対象児か
ら聴き取ったエピソードの結果からは、①対象児の
担任に関するエピソードが圧倒的に多く、特に年度
当初に多いこと、②第５週以降、担任と他の多くの
幼児がエピソードに登場すること、がうかがえる。
このことから、古屋������は、入園当初の担任との
関係構築が、他の幼児との間で形成されていった人
間関係の土台になったと考察できるとする。�
幼児は自分を温かく受け入れてくれる教師との信
頼関係を基盤に自分の居場所を確保し、安心感を持
ってやりたいことに取り組むようになる（文部科学
省，����）����。柴坂寿子������は、入園直後の不安
な時期、幼児らは園の中に自分の安心できる拠り所、
「安全基地」を見つけるとし、多くの場合それは保
育者であると述べる����。柴坂������は、園という場
にもともといる人、園のことを何でも知っていて、
自分に保護的に関わってくれる大人として、幼児に
とって保育者は頼りになる絶対的な存在であるとす
る。�
このように、保育者との信頼関係を基盤に、保育
者の援助により様々な関係性を作りながら、幼児は
安定した園生活を送るようになる。また、入園初期
において園に適応し安定した生活を送ることは、そ
の後の幼児１人１人の発達の基盤となる。�
幼児の心理的な安定には、保育者との関係構築が
密接に関わっており、幼児は信頼感や安心感を得る
ことで、自らの居場所を見つけたという確信をもと
に、周囲の環境に関わり始め、変容していくことを
諸研究は示している。�
�
２� 適応に関わるその他の主要因 
適応に関わるその他の主要因として、「基本的生活
習慣」を挙げることができる。『幼稚園教育要領解説』
（文部科学省，����）では、園と家庭が連携し、基
本的な生活習慣の形成に当たって必要な体験や適切
な援助などについて共通理解を図ることが大切であ
り、その際、単にある行動様式を繰り返して行わせ
ることによって習慣化させようとする指導が行われ
がちであるが、生活に必要な行動が本当に幼児に身
に付くためには、自立心とともに、自己発揮と自己
抑制の調和のとれた自律性が育てられなければなら
ないことが示されている����。また、高濱裕子・渡辺
利子������は、幼児にとっての初めての環境移行は
入園であるとし、家庭から幼稚園への環境移行に伴
う保護者の関心事を検討している����。その結果から、
高濱・渡辺������は、保護者はこれまでの家庭での
幼児の状態から、新たな園という環境で幼児が直面
するであろう課題を明確に認識していると述べた上
で、身辺の自立、生活リズムの変更、母子分離が課
題として捉えられているとする。このように、基本
的生活習慣の形成については、園と家庭との連携、
幼児の自立の必要性が確認できる。�
さらに、適応に関わる主要因として、「遊び」を挙
げることができる。周知の通り、『幼稚園教育要領解
説』（文部科学省，����）では、幼児期の生活のほと
んどが遊びによって占められ、幼児の遊びには幼児
の成長や発達にとって重要な体験が多く含まれてい
ること、自発的な活動としての遊びにおいて、幼児
は心身全体を働かせ、様々な体験を通して心身の調
和のとれた全体的な発達の基礎を築いていくことが
示されている����。�
長瀬美子������は、「子ども同士の豊かな関係を築
いていくにあたって重要な役割を果たすのが遊び」
であると述べ、３歳児のごっこ遊びを例に挙げ、幼
児は遊びを通し、認識や関心の広がり、状況判断に
基づく言葉、豊かな関係と関わる力を得ていくとし
ている����。�
遡ると、畠山美穂������は、幼児にとって、園で
の他の幼児との接触は様々な社会的スキルを獲得し
ていく機会であるとする����。また、良好な仲間関係
を形成・維持するためには、仲間との相互作用が必
要不可欠であると述べ、幼児と仲間および保育者と
の相互作用の変化の過程について検討している。さ
らに、仲間との相互作用に欠くことのできない仲間
関係を開始、維持するための社会的スキルを幼児自
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身の要因として、また、対象児が他者との相互作用
を行うきっかけとなる教師や仲間からの働き掛けを
他者の要因とする２つの視点を示している。�
幼児にとって、遊びは周囲の環境に対する意識を
育む重要な体験であり、幼児は集団生活を送る中で、
遊びを通して様々な学びや社会的スキルを得て、環
境との相互作用を可能にしていくと考えられる。�
�
３� 適応に関わる主要因の検討 
� ここまで、先行研究から園への適応に関わる主要
因を整理することにより、以下の３点が明らかにな
った。第１に、保育者との信頼関係の構築により、
幼児は心理的な安定を得て、周囲の環境に関わり始
め、変容していくことから、保育者が幼児の園への
適応に果たす役割は大きいと捉えられる。第２に、
園への適応において幼児と環境との関係変容に着目
する際、保育者に加えて、基本的生活習慣と遊びの
観点が重要と言える。どちらも、幼児が周囲の環境
に対する意識を育み、環境との相互作用を可能にし
ていくために欠かせない要因と言える。第３に、幼
児の適応に関わる主要因として、最も重要な保育者
に焦点を当てた研究は多く見られるが、その一方で、
基本的生活習慣と遊びに焦点を当てた研究は比較的
少ない。幼児を取り巻く様々な関係性の中で適応を
捉えるために、この点については充実が求められる。�
�
Ⅳ� 『幼稚園教育要領』等における適応の定位 
ここでは、我が国の保育・幼児教育の指針である、
現行の『幼稚園教育要領』『保育所保育指針』『幼保
連携型認定こども園教育・保育要領』における「適
応」に関する記述を確認する。まず、����（平成 ��）
年告示の『幼稚園教育要領』の全文より、先述の適
応の定義を踏まえて、また、保育者の役割の観点の
重要性から「内容の取扱い」に焦点を当て、適応と
関連があると判断できる記述を「保育者」「基本的生
活習慣」「遊び」の項目に大別して抽出し、表１にま
とめた。「保育者」の項目では、保育者との温かな触
れ合いや信頼関係に関する内容、「基本的生活習慣」
の項目では、安全、食生活、道徳性に関する内容、
「遊び」の項目では、活動への意欲や楽しさ、他の
幼児との関わりに関する内容の記述が見られた。ま
た、各領域に適応に関する記述が散見された。�
�
表１．『幼稚園教育要領』における適応に関する記述�
保
育
者�
 � 教師や他の幼児との温かい触れ合いの中で自己の存在感や充実感を味わうことなどを基盤として、しなや
かな心と体の発達を促す�健康１��
 � 教師との信頼関係に支えられて自分自身の生活を確立していくことが人とかかわる基盤となることを考慮
し、�人間関係１��
 � 集団の生活の中で、幼児が自己を発揮し、教師や他の幼児に認められる体験をし、自信を持って行動でき
るようにする�人間関係２��
 � 幼児が教師との信頼関係に支えられて自己を発揮する中で、互いに思いを主張し、折り合いを付ける体験
をし、きまりの必要性などに気付き、自分の気持ちを調整する力が育つようにする�人間関係５��
 � 幼児が教師や他の幼児とかかわることにより、心動かすような体験をし、言葉を交わす喜びを味わえるよ
うにする�言葉１��
基
本
的
生
活
習
慣�
 � 安全についての構えを身に付け、自分の体を大切にしようとする気持ちが育つようにする�健康２��
 � 幼児の食生活の実情に配慮し、和やかな雰囲気の中で教師や他の幼児と食べる喜びや楽しさを味わったり、
様々な食べ物への興味や関心を持ったりするなどし、進んで食べようとする気持ちが育つようにする�健康
４��
 � 家庭での生活経験に配慮し、幼児の自立心を育て、幼児が他の幼児とかかわりながら主体的な活動を展開
する中で、生活に必要な習慣を身に付けるようにする�健康５��
 � 道徳性の芽生えを培うに当たっては、基本的な生活習慣の形成を図るとともに、幼児が他の幼児とのかか
わりの中で他の人の存在に気付き、相手を尊重する気持ちを持って行動できるようにする�人間関係４��
遊
び�
 � 十分に体を動かす気持ちよさを体験し、自ら体を動かそうとする意欲が育つようにする�健康１��
 � 他の幼児と試行錯誤しながら活動を展開する楽しさや共通の目的が実現する喜びを味わうことができるよ
うにする�人間関係３��
 � 幼児が自然とのかかわりを深めることができるように工夫する�環境２��
 � 生活経験や発達に応じ、自ら様々な表現を楽しみ、表現する意欲を十分に発揮させることができるように、
遊具や用具を整えたり、他の幼児の表現に触れられるよう配慮したりし、表現する過程を大切にして自己表
現を楽しめるように工夫する�表現３��
注）太字は抽出の拠となる箇所を示す。また、括弧内は記述を抽出した「内容の取扱い」の各領域と分類番号を示す。�
�
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次に、����（平成 ��）年告示の『保育所保育指針』
の全文より、先述の適応の定義を踏まえて、また、
保育者の役割の観点の重要性から「保育の実施上の
配慮事項」に焦点を当て、適応と関連があると判断
できる記述を「保育者」「基本的生活習慣」「遊び」
の項目に大別して抽出し、表２にまとめた。「保育者」
の項目では、保育者の応答的な関わりに関する内容、
「基本的生活習慣」の項目では、幼児の自主的な行
動や判断に関する内容、「遊び」の項目では、幼児の
情緒の安定や自己発揮、自発的な活動を支える環境
構成や友達との関わり方に関する内容の記述が見ら
れた。また、各年齢区分に記述が見られた。�
� さらに、����（平成 ��）年告示の『幼保連携型認
定こども園教育・保育要領』の全文より、先述の適
応の定義を踏まえて「幼保連携型認定こども園とし
て特に配慮すべき事項」に焦点を当て、適応と関連
があると判断できる記述を「保育者」「基本的生活習
慣」「遊び」の項目に大別して抽出し、表３にまとめ
た。「保育者」の項目では、保育者の応答的な働き掛
けや保育者との信頼関係の構築に関する内容、「基本
的生活習慣」の項目では、一日の適切な生活リズム
に関する内容、「遊び」の項目では、幼児の主体的な
活動や異年齢交流に関する内容の記述が見られた。�
� 以上の結果から、『幼稚園教育要領』等における適
応に関する記述は、下記のようにまとめられる。ま
ず、『幼稚園教育要領』等において、それぞれ「保育
者」「基本的生活習慣」「遊び」の全ての観点で適応
に関する記述が見られた。次に、「保育者」の項目で
は、保育者との信頼関係、「基本的生活習慣」の項目
では、一日の生活を通して習慣や態度を身に付ける
必要性、「遊び」の項目では、幼児の主体的な活動の
重要性についての記述が共通して示されることが明
らかになった。さらに、それぞれの保育の対象とな
る年齢区分や保育時間によって記述内容に違いが見
られることが分かった。 
先述の適応の定義を踏まえると、適応に関する記�
�
表２．『保育所保育指針』における適応に関する記述�
保
育
者�
 � 一人一人の子どもの気持ちを受け止め、援助すること。�全般ア��
 � 子どもが自ら周囲に働きかけ、試行錯誤しつつ自分の力で行う活動を見守りながら、適切に援助すること。
�全般ウ��
 � 子どもの入所時の保育に当たっては、できるだけ個別に対応し、子どもが安定感を得て、次第に保育所の
生活になじんでいくようにするとともに、既に入所している子どもに不安や動揺を与えないよう配慮するこ
と。�全般エ��
 � 一人一人の子供の生育歴の違いに留意しつつ、欲求を適切に満たし、特定の保育士が応答的に関わるよう
に努めること。�乳児イ��
 � 担当の保育士が替わる場合には、子どものそれまでの経験や発達過程に留意し、職員間で協力して対応す
ること。�乳児オ、３未カ��
 � 自分の気持ちや経験を自分なりの言葉で表現することの大切さに留意し、子どもの話しかけに応じるよう
心がけること。�３上キ��
基
本
的
生
活
習
慣�
 � 生活に必要な基本的な生活習慣については、一人一人の状態に応じ、落ち着いた雰囲気の中で行うように
し、子どもが自分でしようとする気持ちを尊重すること。�３未イ��
 � 生活に必要な基本的な生活習慣や態度を身に付けることの大切さを理解し、適切な行動が選択できるよう
に配慮すること。�３上ア��
 � 生活や遊びを通して、きまりがあることの大切さに気付き、自ら判断して行動できるようにすること。�３
上オ��
遊
び�
 � 探索活動が十分できるように、事故防止に努めながら活動しやすい環境を整え、全身を使う遊びなど様々
な遊びを取り入れること。�３未ウ��
 � 友達の気持ちや友達との関わり方を丁寧に伝えていくこと。�３未エ��
 � 情緒の安定を図りながら、子どもの自発的な活動を促していくこと。�３未オ��
 � 子どもの情緒が安定し、自己を十分に発揮して活動することを通して、やり遂げる喜びや自信を持つこと
ができるように配慮すること。�３上イ��
 � 様々な遊びの中で、全身を動かして意欲的に活動することにより、体の諸機能の発達が促されることに留
意し、子どもの興味や関心が戸外にも向くようにすること。�３上ウ��
 � けんかなど葛藤を経験しながら次第に相手の気持ちを理解し、相互に必要な存在であることを実感できる
よう配慮すること。�３上エ��
 � 幼児期にふさわしい生活を通して、創造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培うようにすること。
�３上ケ��
注）太字は抽出の拠となる箇所を示す。括弧内は記述を抽出した「保育の実施上の配慮事項」の各年齢区分と分類記号を示す。�
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表３．『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』における適応に関する記述�
保
育
者�
 � 園児の欲求を適切に満たしながら、応答的な触れ合いや言葉掛けを行うこと。�４�２�ア��
 � 園児一人一人の気持ちを受容し、共感しながら、園児との継続的な信頼関係を築いていくこと。�４�２�イ��
 � 保育教諭等との信頼関係を基盤に、園児一人一人が主体的に活動し、自発性や探索意欲などを高めるとと
もに、自分への自信を持つことができるよう成長の過程を見守り、適切に働き掛けること。�４�２�ウ��
基
本
的
生
活
習
慣�
 � 入園及び年度当初においては、家庭との連携の下、園児一人一人の生活の仕方やリズムに十分に配慮して
一日の自然な生活の流れをつくり出していくようにすること。�２��
 � 園児の発達の過程等に応じた適切な生活のリズムがつくられていくようにすること。�４�１�ウ��
 � 食事、排泄、睡眠、衣類の着脱、身の回りを清潔にすることなどについて、園児が意欲的に生活できるよ
う適切に援助すること。�４�１�エ��
 � 乳幼児期にふさわしい食生活が展開され、適切な援助が行われるよう、食事の提供を含む食育の計画を作
成し、教育及び保育の内容に関する全体的な計画並びに指導計画に位置付けるとともに，その評価及び改善
に努めること。�５�３�イ��
遊
び�
 � 満３歳以上の園児については同一学年の園児で編制される学級による集団活動の中で遊びを中心とする園
児の主体的な活動を通して発達を促す経験が得られるよう工夫をすること。�３�１���
 � 満３歳以上の園児については集中して遊ぶ場と家庭的な雰囲気の中でくつろぐ場との適切な調和等の工夫
をすること。�３�２���
 � 満３歳以上の園児については、学級による集団活動とともに、満３歳未満の園児を含む異年齢の園児によ
る活動を、園児の発達の状況にも配慮しつつ適切に組み合わせて設定するなどの工夫をすること。�３�３���
注）太字は抽出の拠となる箇所を示す。また、括弧内は記述を抽出した「幼保連携型認定こども園として特に配慮すべき事項」
の分類番号・記号を示す。�
 
述において、幼児の心理的な安定は重要な観点であ
り、全ての項目に共通して示されるべき内容である
と判断できる。しかし、『幼稚園教育要領』等におい
て、特に「基本的生活習慣」の項目では、幼児の行
動面を重視した記述が多く見られた。この点につい
て、幼児の心理的な安定に関する具体的な表記が求
められる。 
 
Ⅴ� 園への適応に関わる研究方法の展開 
ここまで、幼児期における「適応」の定義の明確
化と、その関連要因について整理し、先行研究を概
観してきた。最後に、幼児の園への適応について、
研究方法による分類を行う。それにより、これから
必要とされる研究方法について検討する。 
幼児の園への適応に関する先行研究には、まず、
特定の時期・場面における幼児の姿に焦点を当てた
観察的研究が多く見られる。高月教恵・松岡知子
������は、３歳児クラス担任保育者の行動観察記録
に基づき、幼児の姿と保育者の関わりを整理してい
る����。その結果から、幼児１人１人のペースを大切
にして一緒に園生活を過ごすという保育者の関わり
が幼児の人間関係の育ちにとって重要であるとして
いる。また、奥山順子������は、適応の過程におけ
る、３歳児の「自発的な活動としての遊び」場面の
具体的な姿を捉え、幼稚園における「集団」のもつ
意味を考察している����。近年、七木田敦ら������は、
保育記録を用いた園と研究者の協議により、発達に
課題のある幼児の適応過程とその要因について、「探
索をした時期」等、特定の時期区分を設けて検討を
行っている����。�
他方、主に保育者に焦点を当てた観察的研究も散
見される。塚崎京子・無藤隆������は、３歳児クラ
スでの保育者と幼児の身体接触の場面を観察し、ス
キンシップが両者の信頼関係の構築に果たす役割を
考察している����。塚崎・無藤������は、スキンシッ
プによる信頼関係の構築の結果、幼児は保育者を安
全基地として、他の幼児と積極的に関われるように
なると指摘している。また、横山真貴子ら������は、
幼稚園の進級時における環境移行に目を向け、教育
課程・指導計画を踏まえて保育場面の分析を行って
いる����。それにより、移行期の幼児の適応を支える
環境構成と保育者の援助を検討している。�
次に、主に保護者を対象とした質問紙による調査
研究が見られる。吉村智恵子・望月久乃������は、
質問紙により、入園直後の幼児の様子を保護者に尋
ね、入園後１年間の園生活の経過を担任保育者に尋
ねる調査を行っている����。それにより、入園初期の
適応には、入園前の個人内要因としての条件が影響
していること、その後の適応の変化には、仲間関係
や保育者との関係が深く関わっていることを明らか
にしている。また、相川徳孝������は、入園前の養
育環境と入園後の幼児の姿の変化について、３歳児
クラスの保護者を対象に質問紙調査を実施している
����。その結果から、幼児の入園時の分離不安の様子
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や入園後に主体的に他者との関係に入っていく過程
を検証している。近年、高濱裕子・渡辺利子������
は、３歳児クラスへの入園を間近に控えた幼児を持
つ保護者を対象に質問紙調査を実施している����。家
庭から園への移行に伴う保護者の関心事の実情を明
らかにした結果、幼児の自立が課題として捉えられ
ると示している。�
さらに、面接法を用いた質的な研究が見られる。
師岡章ら������は、保育者への面接により、入園児
の不安が目立ち、身辺自立が不十分であった３歳児
を対象とした実践を抽出し、保育行為の特質を考察
している����。また、大野和男������は、３歳入園時
と４歳クラス替え時にクラス担任保育者への面接を
行い、幼児の適応の過程を検討している����。それぞ
れの時期のクラスの様子の比較から、クラスという
集団が幼児の友達関係や気持ちの安定に重要な意味
があると考察する。�
� 以上より、幼児の園への適応に関する先行研究に
は、特定の時期・場面における幼児の姿に焦点化し
た観察的研究が比較的多く見られることが分かった。
また、保護者に対する質問紙調査や、担任保育者へ
の面接による研究群が確認できた。 
� 先述のように本論では、幼児の園への適応を「幼
児と環境との相互作用により、幼児が心理的な安定
を得ながら、環境との適切な関係を構築すること」
とした。幼児の適応には、内的な心理的側面と、外
的な様々な環境との関係を考慮する必要がある。幼
児の園への適応過程は、多面的で複雑な研究課題と
言える。複雑な現象を理解し、問題の解決策を明ら
かにするためには、単一の方法による接近では限界
がある（抱井尚子������）（��）。例えば、幼児の観察
と、保育者・保護者への面接を同時に行うことによ
って、適応過程を細やかに捉え得る。研究課題に応
じた研究方法の混合の工夫が必要と考えられる。 
また、適応概念を再考する必要性が論じられる中
で、現在、適応を支える保育者の意識そのものを問
う研究はほとんどない。よって、今後は、保育者が
適応に対してどのような意識を持ち、保育実践を進
めているのか質問紙等による量的分析や面談による
質的分析により解明していくことが１つの課題と考
えられる。 
 
Ⅵ� 総括と今後の課題 
本論では、幼児の「適応」に関わる支援の在り方
を検討するため、先行研究を概観し、今後の研究展
望を示すことを目的とした。その結果、明らかにな
った点は以下の通りである。�
第１に、幼児期における適応を捉える視点を整理
した。その結果、適応は、幼児の心理的な安定が基
盤になること、幼児と環境との相互作用を前提とし
た概念であることが明らかになった。このことから、
幼児の園への適応を「幼児と環境との相互作用によ
り、幼児が心理的な安定を得ながら、環境との適切
な関係を構築すること」と捉えた。�
� 第２に、園生活における幼児の適応に関する要因
を整理することにより、「保育者」「基本的生活習慣」
「遊び」の観点が、幼児期の適応を捉える枠組とな
ることが明らかになった。これらの観点をもとに、
現行の『幼稚園教育要領』『保育所保育指針』『幼保
連携型認定こども園教育・保育要領』においても、
適応に関する記述を幅広く確認することができた。�
� 第３に、研究方法による分類を行うことで、幼児
期の適応について、特定の時期・場面での幼児の姿
を考察するのみならず、幼児の園への適応を支える
保育者の意識を問う量的な研究も今後必要であるこ
とが示唆された。�
久富陽子・梅田優子������が示すように����、関係
性は、階段のように一段一段積み上げていくという
よりも、網目のように様々な方向に向かい、あるい
は集まり構築されていくものである。本論では、幼
児の心理的な安定と、幼児と環境との関係変容に着
目し、幼児期における適応の中核を「幼児の心理的
な安定」と「幼児と環境との適切な関係構築」とし
た。園における幼児の様々な関係性を捉え、関わる
保育者の役割の重要性を強調した。�
保育実践においては、幼児の園への適応がその後
の１人１人の発達の基盤となることを踏まえ、慎重
に支援の方法を考えなければならない。その際、幼
児と環境との適切な関係をどのように支えていくの
か具体的に検討することが肝要である。 
今後の課題の１つは、幼児期の適応について、保
育者の意識を明らかにすることである。本論では先
行研究を踏まえ、適応の定義を示したが、保育実践
においては、個々の保育者が幼児の適応をどのよう
に捉えているか（適応観）が実践を左右する。保育
者の適応の捉え方には一定の傾向があると指摘され
ているが（日浦，����）����，初任、中堅、熟練とい
った保育経験の違いによって異なることも予想され
る。また、異校種間の意識調査による比較・分析も
有用であると考えられる。得られた知見をもとに、
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個々の保育者の成長過程に応じた研修プログラムを
提供することも可能になると言える。�
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